















































































































































昭和 52 年、1977 年でした。福岡で私の恩師の





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































のです。そして就任 7期の半ばで 20 年間の会
長職を閉じられました。
第三の業績は、たくさんの言葉や臨床心理
士への心構えや姿勢を、400 点以上にわたる著
作としてばかりか、講演やコメントの中に示さ
れ残されたことだと思います。どのような言葉
や姿勢を受け止めたかは、人によって異なるで
しょうが、たくさんの言葉は私たち臨床心理士
ばかりではなく広く一般市民の方々にも感銘深
く受け止められ、敬愛されていたと思います。
そして先生のものの見方・考え方は、ひとつの
時代精神を形成するほどになっていたことは周
知のとおりです。私自身は、以下の 3点を心に
深く刻むことになりました。第一は相手に対す
る深いねぎらいの姿勢。第二は先ほど村瀬先生
も話しありましたが、人前で不平・不満を口に
されないこと。第三はいいわけを決してなさら
ないこと、の三点でした。そのおのおのについ
て会議等で見聞したことを述べてみたいと思い
ます。
第一の、相手に対する深いねぎらいの姿勢
ですが、もちろん私たちでも身近な方やお世話
になった方へのねぎらいは十分に思い当たるわ
けです。しかし驚くことに河合先生は、先生と
まったく意見を異にする相手にもこの姿勢で望
まれるのです。その結果、敵対する相手ともい
つのまにか自由に話ができ、会議でもやがて腹
を割った話し合いへと移行することがしばしば
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ありました。
第二の不平不満を人前では口にされないこと
についてですが、先生は全国を回り役割も多い
などたくさんの仕事をされておられました。当
然嫌なこと気に障ることなどさぞや多いと、下
衆は勘繰りをするわけですが、しかし先生から
は多忙さの不平や愚痴もお聞きすることはあり
ませんでした。ある時、物事にあまりにも動じ
ないように見える先生に、質問したことがあり
あました。「私たちはクライエントさんのこと
で動揺すると、スーパーヴィジョンで支援を受
けることがあるのですが、先生はどう対応され
るのですか」とお伺いすると、即座に先生は「皆
さんにはスーパーヴィジョン、わたしにはスー
パードライがある。これが不満解消のもと」と、
例の顔をつるりとなでながら煙にまかれまし
た。
第三の言い訳を決してなさらないことです
が、ひとたび決したことは何事もきっちりと履
行し果たされました。資格問題でも、決断した
後はどんな批判でも受けてたとうとなされまし
た。言い訳をされず、責任感と一歩も引かない
豪胆さ、それは見事な腹のすわりであったと、
横合いで見つめていたものでした。
これら三つの姿勢や態度は、近くで仕事す
るものは大変気分よく仕事に取り組めました。
きっと他の領域でも、この点は頷かれるのでは
ないかと思います。一方、この姿勢は実に河合
隼雄先生の臨床態度を、垣間見せていただいて
いるように、次第に私には感じられるようにな
りました。未だ先生とお付き合いが短かったこ
ろ、講演会でしばしば以下の言葉が先生から語
られます。そしてそれを耳にしていました。つ
まり「心理臨床の根本はクライエントに対して
役立つ仕事をすることである」というこの言葉
です。あまりにも当たり前で自明の言葉で、私
の胸に落ちずに通り過ぎてしまいがちでした。
しかしその後、会議や諸団体との交渉の場に立
ち会い、先生の言葉や姿勢を見聞きするにつ
れ、心理臨床の根本はクライエントに対して役
立つ仕事をすることであると言い切る時の背景
には、クライエントの背景をしっかりと深くね
ぎらい、不平をもたずに黙々と一貫して聞き続
け、そして問題に関しては一歩も引かずに、真
剣勝負で関わりあう豪胆な姿勢があることを、
私は臨床心理士の一人として深く胸に刻むこと
になったのです。
河合先生のご業績となった心理臨床ひとす
じの生き方は先生ご自身も書きとめておられま
す。最後にそれを取り上げておきたいと思いま
す。その文章は日本心理臨床学会の二年前の 9
月に刊行された 25 周年記念号に寄稿された内
容です。「心理臨床ひとすじ」とタイトルにつ
けられた先生の文章は、私には心に強く印象づ
けられました。次のように語っておられます。
「他人から見るとどう見えるか分からないが自
分としては自分の人生を心理臨床ひとすじに生
きてきたと思っている。政府の役人などになっ
て何を言っているのかと言われそうだが、私と
してはこれらのことも心理臨床ひとすじの一環
としているつもりである」との書き出しで始ま
り「心理臨床の根本はクライエントに対して役
立つ仕事をすることである。一人の人間存在が
文字通り世界であることを実感した」と語られ、
「多くの書物を書いたが、やはり中核は心理臨
床の仕事であるという姿勢は一貫してきたと思
う」と述べられ、そして最後の結びの言葉に「私
の心理臨床は死ぬまで続くだろう」とされてい
ます。まさに先生は心理臨床ひとすじの方でし
たし、心理臨床が河合先生の最大の業績であろ
うと改めて考えるのです。そして私にはこの
文章が単に記念の祝い文として書かれたもので
も、また思い出をお書きになってもいないよう
に感じられます。「体制的な政府の役人になっ
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て」なぞいわれのない中傷・誹謗に心を痛めな
がらも、なお心理臨床のために歩み続けていた、
先生の想いと決意をこめた文章内容ではないか
と思われました。むしろこの背景には、ご自分
のなしてきた種々の心理臨床の仕事を、受け止
めかねている周囲の人々への大変な失意と怒り
の気持ちもあるし、またそれでもなお心を奮い
立たせ、心理臨床ひとすじという強い信念と闘
志を心に飲んで、前に進もうとされている強い
意志と、私たち臨床心理士へのメッセージが記
述されているように思われ、今更ながら河合先
生の肉声をお聞きした思いでした。
以上、私は河合先生の心理臨床ひとすじの生
き方を通して、臨床心理学に奇跡的になされた
業績について、仄聞した枠組みを含みながら取
り上げてきました。もちろん本日述べておりま
すのは河合先生の業績のほんの一部に過ぎませ
ん。私の河合先生に対する喪の作業であろうと
おもいます。その作業をお聞きいただきました
ご参集の皆さまに、感謝して話を収めさせて頂
きたいと思います。ご静聴ありがとうございま
した。
岡田先生：ありがとうございました。心理臨床
ひとすじという言葉で、4人の先生方が語りた
いことが含まれてるのかなあと思って聞いてお
りました。日本の心理臨床関係 4団体の方々か
らお話を伺って、最後に本学の学術顧問である
樋口和彦から、それらを踏まえながら、先生自
身の河合先生との関わりなどをお話して頂きた
いと思います。先生よろしくお願いします。
樋口先生：今 4人の先生方からのお話を承りま
して、改めて河合隼雄先生が前代不世出といま
すか、非常に稀にみる人格と識見をもって、こ
の地上を歩まれたということに、今更ながら私
は驚いた次第です。最近色々先生についての書
物も出ておりますし、私もそれを拝読してい
て、河合先生という方はこんなに凄い人だった
のか、ということを改めて今感じております。
私と河合先生とは、ご承知のように公私共に
約半世紀、五十年近くもいろいろの面で人生を
ご一緒してきたわけで、最も近い存在の一人だ
と思います。いつ話し合ったかは覚えていませ
んが、河合さんと私の間にはどちらかが真面目
になったら、相手にタオルを投げるという約束
を冗談まじりに話したことがありました。多分
私がとかく真面目な宗教の世界で牧師をしてい
たせいかも知れません。つまり、ボクサーがリ
ンクに出て闘ってる時は一生懸命です。また、
ホントに真面目にやらなければ、相手を打倒す
ることはできません。何時の頃からか、先生も
文部省相手だとか、政府のお役人相手だとか、
いろいろと一生懸命に臨床心理士という資格の
ために戦っておられました。本当に文化庁長官
という公務も大変なものだったでしょう。随分
とご自分は我慢されたし、また学究生活ではそ
れこそあらゆるものを投げうって、臨床心理士
の国家資格の問題に立ち向かっておられまし
た。臨床心理ひとすじの生涯を送られたと思う
んですね。ただ私は、その真面目さがじつは先
生には危険だったと今から考えると思うわけで
す。
この臨床に携わる者というのは、外から見る
と、時に気楽に見えます。河合先生なども、半
ば冗談を言いながら凄いことをやっておられま
した。しかし、どうしてもやっぱりこの臨床と
いう人の心の奥底と対峙する仕事は、あらゆる
人を最後には本当に真面目にしてしまうところ
があるんですね。やはり、これを自分の使命と
して直面するとやらざるを得ない、そのために
は自分は死んでもいいと、時に思います。また、
その様に思う位でなければ、人を治療したり、
大きな影響を与えたりできないと思います。心
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の治療というものはそういうものですね。
河合先生も、充分にそれはご存知でした。私
も知っていましたから、本当は彼にタオルを投
げるべきだったんですね。ご存知のようにボク
シングでは、タオルが投げられたら闘いは終わ
りです。大抵セコンドの人が投げるんですが、
テレビで見ていると、結構やる気満々のご本人
はまだやる気でいることが多いんですね、…そ
の時、問題は投げる人の質と時の問題なんです
ね。あまり信用出来ない人が投げても、選手
は「こんちきしょう、俺はまだ戦いたいのによ
けいなことをしやがる…なぜ、変なもん出すん
だ！」と思ってしまいます。だが、ホントに信
頼してる人が投げたら、彼がどう思っても闘い
は止められる筈です。
つまり、私はその機会を失った。これは私に
もいささかの責任があります。今でも、ある意
味の相済まないと思っています。こうして私が
生きているとやはり済まないという気持ちがあ
りますし、河合先生にもう少し生きていて頂き
たかったと思います。京都文教大学の学長を辞
めてもう一年になりますけど、やっぱり私の心
の方隅にそれが今もあります。「済んでいない」
というか、そんな気持ちです。そして、彼を失っ
た寂寞感、底知れない寂しさというのが私には
あります。
しかし、ここまで壇上の先生方のお話をお聞
きしていて、まだ先生にして頂きたかったとい
う残念な気持ちと、それにも関わらずこの短い
生涯の中で、よくこれだけ河合先生はやったぁ
なという感慨があります。私は先生のなされた
ことを、かなりよく知ってる筈ですけれど、色々
なご本を改めて読み、また人々のお話をお聞き
するにつけ、私の知らないところで本当に先生
はようやっとったんですね。改めてその偉大さ
というものが分かります。私にもいくつかの分
野を異にした研究のモチーフがありましたが、
先生の研究と業績は多方面でした。何といって
も、その内の最大のひとつは、やはりユング心
理学を魂のある心理学として、日本に植えつけ
たいという志でなかったかと思います。そのた
めには、ちょっと飛躍するようですが、やっぱ
りこの日本に新しい大学を作らなければならな
い、そして大学を作ったら、博士課程まである
立派な総合大学に、きちんと教育システムを作
らないといけない、と言われていました。また、
その大学の学問の水準と学風が学会の中でき
ちっとした位置を占めて、そこから輩出される
卒業生たちが世間からちゃんと認められなけれ
ばならない。つまり「臨床心理士」として、医
師と同じくらい国際的レベルで、その責任感と
共に働かなければならないと言っておられまし
た。難しいけれど、是非ともそれに耐えうる人
間を、教育機関の中で作らなければ意味がない。
そのための分析心理学を中心にした教育といい
ますか、真の臨床教育の場を確立したい、とい
う気迫をもっておられたと思います。設立初期
の頃、お会いする度に熱っぽく言われまして、
言葉は悪いですが、私は誘い込まれたというか、
私は非力で、騙されたというか…という訳です。
そして、1つの新しい大学を作ることが、ど
んなに大変なことか…よく分かりました。そう
いう意味で今では、私はその荷物を鑪先生に回
して、鑪先生の顔がだんだんに険しくなってく
るように思われて、少々責任を感じます。先生
は前にはもっといつも嬉しそうな顔をされてい
たと思うんですけど、これは実に気の毒やなぁ
と思います。ひたすら先生のお元気を願って、
この壇上から声援をお送りする次第です。
けれども、つくづくとこういう大学をまが
りなりにも作り、それを今日まで皆さんが維持
してきたことが、どんなに大きな意味があった
かと思っています。お話の中にも臨床心理学の
四大学の大学院のセミナーがありましたが、河
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合先生が後から出てくる後輩たちにじつに良い
訓練の手法を残されました。ご存命中には本当
にそれに心血を注いだことが偲ばれます。ここ
にいられる先生方の中にも、多くはなんらかの
形で河合先生の薫陶を受けた方たちだと思いま
す。これを見ても、広く教育的な影響を与えら
れた人物であり、こうした例は他にはないと思
います。思い出すのは設立の頃のこと、今でも
はっきり覚えていますが、語弊を恐れて言いま
すが、「樋口さん、僕ら臨床の学者は皆お金が
ないから、理想の教育の場所や安心してカウン
セリングをする場所をもっていない。土地買っ
て建物作ることできないしね」と言われていま
した。「だけどそういう機会があるんだよ。樋
口さん、ひとつ頼むよ！文化人類学と一緒に、
やったら面白いよ。」そして、私は彼の大望に
誘い込まれたというわけです。当時、河合先生
は他のお仕事でお忙しかったからでもありま
す。先生には日文研の所長のお仕事もありまし
たから。それで私が頼まれたということなので
す。
私は先生からいろいろと他にも頼まれまし
た。また、篭屋のように喜んで片棒を担ぎまし
た。例えばユング心理学を本格的に日本に植え
つけようとした時、まずユングクラブから始め
ました。これはスイスにもあり、ユング心理学
の母体で、ユング研究所もこれを土台として間
もなく発足した訳です。わが国でも上智大学の
インモース先生が初代の会長になり、私が副会
長でその後ずっと会長を務めましたが、会誌の
『プシケー』は約四半世紀、25 号の終刊号まで
刊行し、丁度先生が倒れられる直前まで続き、
先生はご自分の一生について語られ、それが奇
しくも最後の講演になりました。
そもそもこの「ユングクラブ」が発足した時、
この名称について議論しました。クラブは学会
でもなく、研究所でもなく、これはかなり曲者
の名称なんですけれども、つまり「好きな人の
集まり」という意味で、将にこれはユング的で
した。スイスでも分析家の養成期間である研究
所の創設時に、ユング自身もはじめ研究所の設
立は認めてなかったんですね。クラブはずっと
昔からあり、ユングもしばしば講義をしました。
夢の分析などというものは、まず自らが受ける
教育分析から始まり、個人から個人に伝えられ
るものであり、集団的な大きな教育機関で行え
るものではないと考えたふしがあります。だか
ら、彼は初期にはそう思って反対したのです。
やがてその意見を変えますが、日本でもユング
クラブが最初に出来た訳です。
このようにどうユング心理学をわが国に正し
く伝えるか、という問題は先生の頭にありまし
た。どこで、教育訓練したらよいかという問題
です。私はある時、面白い話し合いに出会いま
した。小此木啓吾先生が関西に来られて研究会
をしたことがあります。河合先生と、このこと
で二人は話されていました。私はたまたま傍で
聞いていました。その時の私の印象は、小此木
先生は関東では、ものすごく怖い先生という噂
だっただけれども、関西に来ると、お優しい人
に見えました。この時もそうで、二人は真剣に
話されていました。その時のお二人の議論は、
今でも覚えていますが、本当の臨床教育という
のは、日本ではどこで出来るだろうか？という
ことでした。勿論、小此木先生の頭には精神分
析のことがあったと思います。ご承知のように、
元祖のフロイトは結局ウィーン大学という大学
では出来ず、大学というアカデミアから離れて、
個人のプライベートの場所で行ったわけです
ね。この時、小此木先生はしばらく考えてられ
て、やっぱり自分は日本の場合は医学部だろう、
とおっしゃいました。臨床の医局を中心におや
りになるおつもりと私は思いました。私の記憶
に間違いがあるかも知れませんが、私は確かに
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そう聞いたように思うんですね。そして、河合
先生も聞いておられまして、「樋口さん、やっ
ぱり僕は京都大学という大学でなんとかしてや
りたいと思う。日本ではやはり大学が学問の中
心だからね」とおっしゃたと記憶しています。
それで、「あなたどうする？」とは直接聞かれ
なかったが、聞かれたら自宅に分析室を作って
やりたいと答えようと思っていた。当時同志社
大学ではバリケードなどがありまして、研究室
に入れないことがありました。最初は研究室で
始めましたが、やがて紛争が激しくなって、大
学の中に入れず、クライエントと転々と分析の
場所を求めて放浪した時もありました。そのそ
うな時を経て、私は自宅に分析室を作ってやる
と決めたわけです。
河合先生はやがて、京都からもっと広く日
本の臨床心理学を確立しようとして、活動も始
められました。河合先生らしく、臨床心理学を
ひっくり返して心理臨床学会をつくられた訳で
す。その消息は皆様よくご存知の通りで、先の
シンポジストがお話しなったところです。私に
話が回って来たのは、その肝心の臨床心理士の
養成機関である認定大学院の連絡協議会を発足
させることでした。私は約 150 校の大学院の連
絡協議会を設立し、その会長の責任を負いまし
た。その間、幾度も河合先生とお会いする毎に、
私を励ましてくれました。ご自身も特に臨床心
理士の国家資格の制定には、心血を注いておら
れました。そして、やがて社会的に臨床心理士
が社会から認められることを夢見ておられまし
た。
しかし、ここで問題になるのは、その技量
です。社会から本当に認められる心の専門家と
しての技量というのは、どこで出来るでしょう
か。私は、こういう臨床の大学院を作りながら、
臨床教育には立派なシステムとしてのスーパー
ヴィジョンと個人の教育分析が必要だと思って
いました。そのためには、すでに京都大学では
河合先生が始められたシステムがありました。
これを土台に、京都の大学が共同し協力して、
自分の学校の生徒だけを教えるのではなくて、
他所の大学の学生も教え、反対に自分の大学の
学生も他の機関の先生に教えて頂くことが必要
だということが分かって来ました。やってみる
と、面白いことに自分の学校の生徒は、意外と
他の大学の先生にはいいところを見せようと努
力するが、自分の学校の大学の先生には、「宿
題でちゃんとやれ」って言われても時々やりま
せんけど、他の学校の先生の言うことはちゃん
と真面目にやってくると、いうことがあります。
また、ちょっと余談ですが、臨床教育でスー
パービジョンなどをやってみると、学生さんが
どの先生がどの様な教育をされているか言って
くれるので、先生方の教え方が手に取るように
分かるんですね。これは互いに先生同士も切磋
琢磨することになって、真剣に臨床教育がなさ
れるので良いことだと思います。
また、時に学生さんの指導を受けていた先
生が亡くなることもあります。それがどれだけ
その学生さんにとって悲しいことかも分かりま
す。その様な時、1つの大学にそんなに臨床の
先生は多くはおられませんから、学生さんのた
めにはこのような制度は助け合いの立場からも
必要だと思いました。また、異なった流派の仕
方を教えて貰えるので実にいい制度だと思いま
す。これは申しましたように困難の中で河合先
生が考えて始められたもので、これからも臨床
教育の特徴として受け継がれて行くでしょう。
つまり、臨床教育は、個人と個人の関係であ
ると同時に、やっぱりその場所、その時代の教
育でもある筈です。そういう意味で小此木先生
や河合先生たちが考えていたことは、ただの学
校教育だけでなくて、日本全体の人間教育だっ
たように思います。この様な意味で河合先生は
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一生懸命取り組まれて、その志半ばで生を断れ
た訳です。非常に河合先生にとっても惜しいこ
とだったと思いますが、その分、その大きな責
任を若い人たちに託されたのだと思います。
実は、河合先生がご病気になられたのを聞い
たのはオランダでした。その時もちょうど空に
虹が出ていた様に思います。その時は、倒れら
れたけれども、河合先生は意識がなくなっただ
けで、その内すぐに意識を回復され、ぱっと目
を覚まして「樋口さん、あの世に行ってみると、
あんたの言っていた世界と大分違うよ。僕はね、
六道世界を巡ってきたがね」と、例の元気なお
声でいたずらっぽく話してくれるんじゃないか
と、私は思ってたんです。半ば目を覚ますのを
期待していました。ところが、ついに先生は意
識を回復されませんでした。先生のベットの側
におられた方にお聞きしますと、いよいよ無意
識が一年ほどになり、先生が亡くなられるその
時、まるで自分は意を決したかのようにすっと
旅立たれた様に見えたそうです。勿論既にお話
はお出来になられなかったですけれども、明ら
かに違った感じで、それから以後は確かに先生
のお体はもう同じくそこにあったけれども、先
生の魂はもうそこには明らかにいないという感
じだったそうです。多分、先生は考えて、後を
若い人たちに託し、そっと去られたのではない
かと思います。
もう一つの先生の課題は、晩年のユングと同
様に西洋と東洋の融合という課題ではなかった
かと思います。ご自分は東洋人でありながら、
アメリカ、スイスに学び、いわばこの近代世界
の最先端の科学思想を学び、特に河合先生は理
科系の数学を初めに専攻しましたから、その客
観的科学的思惟には誠に精通しておられまし
た。私はその様な意味では先生はずっと科学者
であり、そうでありながら、その西欧的な思惟
に疑問をもっている人でありました。ご承知の
ように、最初、ロールシャッハテストを勉強し
にアメリカに留学されましたが、スコアを科学
的に操るクロッパーのところで、反対に客観的
な物事の判断ばかりが科学的でなく、その奥に
存在する「こころ」を臨床的に極めるという道
に進んでいかれました。そのため自ら夢分析も
受け、スイスに行って本格的にユング心理学を
研究することになったのです。つまりこの西洋
世界は、やっぱり心を客観的に離れて見すぎる。
客観的な観察はいかにも精緻であるかもしれな
いけれども、その情報は探求する治療者だけの
側がもつよう偏ってしまって、もう一方の患者
さんの世界の情報というのもがほとんどない。
これは情報のインバランスといいますか…アン
バランスというか、これでは駄目で、患者の深
い無意識の世界を知ることなしに本当の学問は
ないと考えます。フロイトもその著作集の中で
これは新しい科学だと言っています。これは『素
人における精神分析学』という論文で彼の全集
にあります。ここで彼は自分は新しい科学を発
見したんだと言っています。
この新しい科学というものは、400 年も 500
年も続いた近代の科学とは違って、人間の心を
取り扱うものです。人の心は一人一人違う世界
を持っていて、これはその人から情報を聴く以
外には知り得ないし、たとえ、こちらの尺度で
幾ら対象に関して推定しても、その尺度が違っ
ているから、どこまで行っても捕まえられない
としました。ユングも分裂病の治療を中心とし
た病院の中でこれらの人々を丹念に診察してか
ら、無意識のその象徴をずっと探求した訳です。
確かに最初は分からないけれども、その情報に
対して真面目に直面すれば、彼の誕生以前の系
統発生の理論でいう無意識が分かってくる。こ
れが人間の全体性であって、そういう観点から
見ると、現在の近代科学は、いかにも偏りがあ
ることが分かって来た。夢を通し、もう一度、
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全体性の無意識の世界にその人が接触すること
によって、全く違った見方が現れてくるんです。
奇跡のようなことが起きてくるんだと考えたわ
けです。わたくしは河合先生がそのような近代
という西欧世界の思惟を超えたところを目指さ
れていたと思います。
その証拠が、箱庭療法などの日本への取り入
れ方に現れています。西欧ではとっくに日常生
活に使われていない象徴というもの、イメージ
がまだわが国にはたくさん存在している。一見
して日本人は洋服を着て現代人に見えるけれど
も、ちょっと一皮剥いてみると、それはまった
く古代人と通低していると先生は考えた。だか
ら、まず箱庭療法をここに持ち込んで、見えな
いものを見えるという形でシンポルの意味を教
えたのだ。それを手がかりに日本神話や昔話の
研究、それに仏教の思惟を現代人の魂の問題と
して提示したのであったと思います。
河合先生はただ心理学の世界だけではなく
て、芸術学、文学、哲学などの世界の人々と様々
な、いろいろな形で対話をなさいました。そし
て、膨大な量の著作を残されました。私は冗談
で河合さんの本は一冊二冊と勘定するのではな
くて、メートルで勘定するんだ、5メートルと
か、6メートルとかって言うんですよ、と言っ
たことがあります。ここ文教大学の図書館には
確か河合先生の全著作が提示してあるはずで
す。皆さんも実際に測られたらよいと思います
が、これからまだまだ先生についての本は出る
でしょう。幸い膨大な著作を我々に残してくだ
さった訳ですので、これからはその著作を通し
て、身体的な河合先生はもう亡くなられました
けれども、著作の中にある先生にはお会い出来
るので、我々は先生とこれから学問的に対話し
て育てられようと思っています。
（以下、スライド写真を紹介しながら、想い出
を語る：省略）
これで、終わりでございます。このように実
に個人的な想い出で失礼しました。ご静聴を感
謝します。
岡田先生：ありがとうございました。河合先生
を語るということで、過去のことが多かったん
ですが、未来に対しても言及していただいて、
よかったかなぁというふうに思います。以上が
用意しましたシンポジウムで、この後、植樹祭
をします。植樹する木はハナミズキ、二本とい
うふうに決まっております。色々あったんです
が、大きすぎるとか、今植えるには不都合だと
かあって、そういうことになっております。時
間がちょっと押し迫ってますが、35 分からや
りますので、時間がある人はどうぞご参加下さ
い。出ていただければ院生等が案内すると思い
ますので、その場所にお集まりいただければ
と思います。35 分から開始したいと思います。
どうも、お忙しい中、大勢とは言えないんです
が、お集まりいただいてありがとうございまし
た。河合先生と京都文教大学とのかかわりとい
うか、そういうことを基にしてお話しいただい
て、色々考えさせられたかなぁと、そんなこと
を思っております。本当にどうもありがとうご
ざいました。先生方、どうもありがとうござま
した。
司会：ただいまをもちまして、第三回河合隼雄
追悼記念式典シンポジウムを終わらせていただ
きます。
